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総会の様子

IZUMI先生のフラダンス

　

二
〇
一
八
年
度　

第
二
十
回
光
照
寺
護

持
会
総
会
が
六
月
三
十
日
十
時
か
ら
光
照

寺
本
堂
に
お
い
て
多
数
の
参
加
と
共
に
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

　

勤
行
（
正
信
偈
同
朋
奉
讃
）
に
引
き
続

き
、
婦
人
有
志
と
子
供
達
の
有
志
の
皆
様

に
合
わ
せ
て
仏
教
讃
歌
「
真
宗
宗
歌
」・「
し

ん
ら
ん
さ
ま
」を
唱
和
し
ま
し
た
。

　

法
話
は
い
ず
み
会
館
館
主
佐
々
木
玄
吾

師
に
『
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
』

よ
り
「
あ
さ
つ
と
め
に
か
か
さ
じ

と
、
た
し
な
め
」
と
題
し
お
話
頂
き

ま
し
た
。
一
日
の
嗜
み
は
勤
行
を

一
月
の
嗜
み
は
聞
法
会
に
出
る
。

一
年
の
嗜
み
は
本
山
へ
上
山
す

る
。
こ
の
赤
尾
の
道
宗
の
仏
法
に

向
き
合
う
態
度
の
お
心
は
自
分
の

為
で
あ
る
と
共
に
他
人
の
為
で
あ

る
と
。
そ
の
営
み
こ
そ
が
親
か
ら

子
に
子
か
ら
孫
へ
と
仏
法
が
伝
わ

る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
の
だ
と

お
話
頂
き
ま
し
た
。

　

前
御
住
職
様
が
三
月
三
十
一
日

に
浄
土
に
還
帰
さ
れ
ま
し
た
。
護

持
会
総
会
に
先
立
ち
住
職
様
よ
り

前
住
職
様
の
御
功
労
を
偲
び
哀
悼

の
意
を
表
す
る
と
共
に
新
住
職
に

継
承
さ
れ
た
と
の
ご
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

総
会
は
平
山
氏
を
議
長
に
議
案

に
入
り
ま
し
た
。
前
年
度
の
護
持

会
の
活
動
実
績
及
び
、
護
持
会
の
収
支
決

算
と
監
査
が
報
告
さ
れ
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
護
持
会
副
会
長
三
輪
民
子

氏
が
逝
去
さ
れ
、
土
田
一
冨
三
氏
、
北
川

美
智
雄
氏
が
庶
務
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
活
動
計
画
案
及
び
、
今
年
度
の

収
支
予
算
案
が
提
案
さ
れ
何
れ
も
原
案
通

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
第
二
十
九
回
報
恩
講
は
十
月

二
十
七
日
に
住
職
継
承
奉
告
法
要
と
合
わ

せ
て
厳
修
さ
れ
ま
す
。
光
照
寺
旅
行
は
奉

仕
団
と
し
て
十
二
月
十
一
日
か
ら
一
泊
二

日
で
本
山
上
山
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

本
山
で
の
法
名
授
与
が
で
き
ま
す
。

　

住
職
様
よ
り
聞
法
会
の
内
容
紹
介
と
参

加
の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
大
塚
氏

よ
り
子
ど
も
会
「
ポ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
」の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
斎
を
頂
き
な
が
ら
参
加
者

か
ら
お
寺
と
の
ご
縁
を
結
ば
れ
た
経
緯
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。
お
斎
の
あ
と
、『
源
信

タヒチアンダンスタヒチアンダンス

婦人子供有志合唱佐々木先生ご法話

と
母
か
ら
の
手
紙
』
が
絵
解
き
サ
ー
ク
ル

に
よ
り
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
又
、「
モ
ア
ナ

ア
イ
」に
よ
る
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
・
フ
ラ

ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
南
国
の
情
緒
を
味
わ

い
ま
し
た
。
護
持
会
員
も
ダ
ン
ス
に
参
加

し
笑
い
を
誘
い
楽
し
い
時
間
で
し
た
。
最

後
に
全
員
で
仏
教
讃
歌
「
恩
徳
讃
」を
唱
和

し
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

絵解きサークル発表

一緒に踊りました
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「よきひとのおおせをかぶりて、信
ずるほかに別の子

し

細
さい

なきなり」「い
ずれの行もおよびがたき身なれば、
とても地獄は一

いち

定
じょう

すみかぞかし」
川越喜多院の五百羅漢

羅漢：往生極楽のみちはいかなるものか
「親鸞におきては、ただ念仏して、弥

み

陀
だ

にたすけられまいらすべし。」
第２章

報恩講兼住職継承奉告法要
・ １０月２７日（日）
・ 午前１１時～３時３０分頃（１０時３０分受付）
・ 場所　光照寺本堂
・ 日中法要厳修
・ 記念撮影
・ お斉（お食事）
・ 来賓 ・ 住職 ・ 総代挨拶
・ 法話　本明　義樹先生
 　　　   （真宗大谷派聖教編纂室主任編纂研究員・
　　　　 京都教区専光寺住職）

・ 講題　「悲喜の涙を抑えて」
・ 質疑応答

プロフィール：
1972年生まれ。大谷大学大学院博士課程満期退学。大
谷大学聖教編纂室にて坂東本『教行信証』等の翻刻事業
に従事する。真宗大谷派教学研究所研究員を経て、現在、
真宗大谷派聖教編纂室主任編纂研究員。博士（文学）。
先生よりメッセージ ：
先代ご住職さまからいただいたご恩、さらには真宗のみ
教えを聞信されてきた無数の念仏者のご恩というものに
改めて思いをいたし、親鸞聖人と出遇うことのできた私た
ち自身の聞法の歩みを確かめさせて頂きたいと思います。
●先生の書著 ：
論文に「親鸞における本願力回向開顕の意義―坂東本
『教行信証』を精読して」など多数。
※準備の都合上、出席の際は、10月20日前にはお寺に
　ご連絡下さい。

午前 １０：３０　受付
 １１：００　勤行
 １２：００　親鸞聖人銅像前にて記念写真撮影
 １２：３０　お斉（昼食・感話）

午後  １：１５　来賓・住職・総代挨拶
  １：３０　法話
  ３：００　質疑応答
  ３：３０　終了予定

報
恩
講
兼
住
職
継
承
奉
告
法
要

【
報
恩
講
は
宗
祖
、
親
鸞
聖
人
の
ご
恩
徳
に

報
謝
し
、
い
の
ち
の
道
理
を
深
く
尋
ね
る

法
要
で
、一
年
の
中
で
最
も
大
切
な
仏
事
で

す
。
真
宗
門
徒
と
し
て
必
ず
勤
め
る
法
要

で
あ
り
、
光
照
寺
の
今
年
度
最
後
の
大
き

い
法
要
で
す
の
で
是
非
と
も
ご
参
詣
下
さ

い
。】

　

本
年
は
本
明
義
樹
先
生
（
真
宗
大
谷
派

聖
教
編
纂
室
主
任
編
纂
研
究
員
・
京
都
教

区
専
光
寺
住
職
）を
お
迎
え
し
て
報
恩
講
を

勤
修
致
し
ま
す
。
ま
た
、
住
職
継
承
奉
告
法

要
を
兼
ね
て
勤
修
し
ま
す
。
記
念
の
法
要

で
す
の
で
、
ご
家
族
、
縁
者
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、多
く
の
方
々
の
ご
参
詣
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。�

住
職
（
釋
徹
照
）
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し
っ
か
り
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う

の
が
自
力
の
一
心
。

の
ど
か
な
春
の
よ
う
な
心
に
な

る
の
が
他
力
の
一
心

曽
我
量
深

（『
曽
我
量
深
講
義
集 

第
十
三
巻

　
　

正
信
の
道
』よ
り
）

真
の
依
り
処

真
の
依
り
処

　

私
は
な
ぜ
こ
こ
に
い
る
の
か
し
ら
、

そ
の
内
に
死
ん
で
い
な
く
な
る
身
で
す

の
に
。
聞
い
た
話
に
一
生
を
悔
い
な
く

生
き
き
っ
た
人
に
は
死
の
恐
怖
が
な
い

と
。
私
は
悔
い
る
事
ば
か
り
、そ
れ
で
な

ぜ
生
ま
れ
て
来
た
の
か
と
罪
悪
深
重
の

こ
の
身
が
悲
し
く
涙
が
ほ
ほ
を
濡
ら
し

ま
す
。
息
子
二
人
は
私
に
ど
う
生
き
て

ほ
し
い
の
か
と
思
い
、
又
、
願
っ
て
い
る

の
か
と
。
学
び
は
現
に
生
き
て
い
る
私

に
し
か
で
き
な
い
事
だ
し
、
私
の
や
る

べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
武
田
定
光

先
生
の
な
ぜ
か
ら
は
じ
ま
る
歎
異
抄
で

〔
第
九
条
〕
煩
悩
の
者
こ
そ
助
け
よ
う
と

阿
弥
陀
の
本
願
が
用
い
て
い
る
の
だ
か

ら
信
仰
は
全
身
を
挙
げ
て
取
り
組
む
課

題
で
す
か
ら
課
題
を
解
明
さ
れ
た
人
に

大
き
な
感
動
が
生
み
ま
す
。
そ
れ
を
光

明
体
験
と
言
っ
た
り
し
ま
す
と
。
あ
あ

…
阿
弥
陀
さ
ま
の
愛
に
つ
つ
ま
れ
あ
る

が
ま
ま
の
す
が
た
で
。南
無
阿
弥
陀
佛
。

�

岡
田
ノ
リ
子

　

本
年
は
「
光
照
寺
奉
仕
団
」
と
し
て
、
京
都
本
山
へ
上
山
す
る
こ
と
を
企
画
し
ま
し
た
。
帰
敬
式

（
生
前
法
名
授
与
）を
合
わ
せ
ま
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

帰
敬
式
と
は
、
限
り
あ
る
人
生
を
仏
教
に
帰
依
し
、
お
念
仏
の
み
教
え
を
依
り
処
と
し
て
歩
む
宣

言
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
す
。
当
寺
住
職
が
ご
参
加
の
方
と
相
談
の
上
、
相
応
し
い
法
名
を
お
贈
り

致
し
ま
す
。
ま
た
、
荘
厳
な
京
都
東
本
願
寺
本
山
の
新
し
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
同
朋
会
館
に
宿

泊
し
て
、
本
山
で
帰
敬
式
を
受
け
て
法
名
を
頂
く
こ
と
は
格
別
な
感
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

多
く
の
方
が
受
式
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
帰
敬
式
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
家
族
・
ご
親
戚
の
方
に
受
式
を
お
勧
め
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
受
式
を
し
な
い
で
奉
仕
団
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。
合
掌

一
、上
山
期
日	

二
〇
一
九
年
十
二
月
十
一
日
（
水
）
～
十
二
日
（
木
）（
一
泊
二
日
）京
都
本
山
現
地
集
合
・
解
散

	

（
※
当
日
は
十
時
三
十
分
京
都
本
山
集
合
。
同
朋
会
館
に
宿
泊
（
翌
朝
帰
敬
式
））

二
、申
し
込
み
方
法	

当
寺
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

三
、費
用	

１
３
，８
０
０
円
（
冥
加
金+

米
代
）、帰
敬
式
受
式
希
望
の
方
は
別
途
礼
金
が
か
か
り
ま
す
。

	

そ
の
他
の
費
用
（
本
山
以
外
の
宿
泊
費
・
交
通
費
・
観
光
費
な
ど
）は
、別
途
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

四
、申
し
込
み
期
限	

二
〇
一
九
年
十
月
二
十
日
ま
で

	

※
ご
不
明
な
点
は
お
電
話
下
さ
い
。

「
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
聞
く
会
」

講　
　

師	

延
塚 

知
道
先
生（
大
谷
大
学
名
誉
教
授
）

日　
　

時	

十一月
十
九
日（
火
）、二
〇
二
〇
年一月
二
十
八
日（
火
）午
後一時
半
～
四
時
半

テ
キ
ス
ト	

『
教
行
信
証
』を
学
ん
で
い
ま
す
。

場　
　

所	

光
照
寺
本
堂　

会
費
五
〇
〇
円　

是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

	
（
二
ケ
月
に
一
回
開
催
し
て
お
り
ま
す
。日
程
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
下
さ
い
。）

■ お 知 ら せ ■「
光
照
寺
奉
仕
団
（
京
都
本
山
上
山
）
及
び

�

帰
敬
式
受
式
（
生
前
法
名
授
与
）」
参
加
者
募
集

京都東本願寺 延塚知道先生
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紙芝居 水テッポウがおもしろい 仲良しだよ

ソーメン美味しい

ダンス難しかった

タヒチアンダンス

プール気持ちいい 当たるかな

子

供

会

報

告

光
照
寺
子
ど
も
会
ポ
ニ
ー
ク
ラ
ブ

“
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
体
験
＆
水
遊
び
”

大
塚　

陽
子

　

猛
暑
続
き
と
ゲ
リ
ラ
雷
雨
と
天
候
に
悩

ま
さ
れ
た
こ
の
夏
で
す
。
今
回
は
八
月
二

十
日
（
火
）、
子
ど
も
七
名
大
人
七
名
の
参

加
に
よ
り
、
勤
行
を
し
、
自
己
紹
介
の
後
、

前
坊
守
に
よ
る
替
え
歌
を
皆
ん
な
で
歌
い

午
前
中
は
M
o
a
n
a 

i
の
I
Z
U
M
I

先
生
指
導
に
よ
る
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
の

体
験
を
し
ま
し
た
。T
e
V
a
i
N
e
i
と

い
う
曲
に
合
わ
せ
て
腰
に
パ
レ
オ
を
ま
き
、

踊
り
南
国
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。
お
昼

は
お
好
み
焼
き
と
ソ
ー
メ
ン
を
食
べ
ま
し

た
。
午
後
は
南
の
聖
地
に
て
プ
ー
ル
で
水

これが楽しい スイカ美味しかった

本堂にて

遊
び
を
し
た
り
、
ス
イ
カ
割
り
を

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
元
気
な
子

供
達
の
歓
声
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
お
寺
の
本
堂
で
は
、
紙
し
ば

い
の
読
み
聞
か
せ
も
し
て
最
後

は
恩
徳
讃
に
て
解
散
し
ま
し
た
。

　
次
回
の
子
ど
も
会
は
、
十
二

月
二
十
四
日
（
火
）
で
す
。
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
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先
日
、年
賀
状
の
整
理
を
し
ま
し
た
。

光
照
寺
か
ら
の
年
賀
状
の
中
に
…
「
月

を
指
す　

指
と
ぞ
な
ら
ん　

玉
響
の

い
の
ち
尽
く
さ
ん　

往
還
の
道
」
と
あ

り
ま
し
た
。
今
春
、
お
浄
土
に
還
ら
れ

た
前
御
住
職
の
念
仏
へ
の
熱
き
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

私
は
身
近
な
肉
親
を
立
て
続
け
に

亡
く
し
た
こ
と
を
縁
と
し
て
光
照
寺

の
門
徒
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
喪
失

感
で
生
き
る
気
力
さ
え
も
失
っ
て
い
ま

し
た
。
で
す
が
寺
で
多
く
の
「
よ
き
師
、

よ
き
友
」
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の

方
々
に
学
び
、
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
今

日
ま
で
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
し
た
聞
法
会
。
あ
の
日

の
前
御
住
職
の
笑
顔
が
今
も
瞼
に
浮

か
び
ま
す
。
合
掌

�

藤
原
自
雄

法
要
の
ご
案
内

◦
報
恩
講
兼
住
職
継
承
奉
告
法
要

十
月
二
十
七
日
（
日
）
午
前
十
一
時
よ
り
厳

修
。
講
師
は
本
明
義
樹
先
生
（
真
宗
大
谷
派

聖
教
編
纂
室
主
任
編
纂
研
究
員
・
専
光
寺
住

職
）

◦
修
正
会　

二
〇
二
〇
年
一
月
一
日
元
旦
、

午
後
一
時
よ
り
厳
修
。新
年
を
阿
弥
陀
如
来

の
ご
尊
前
よ
り
出
発
致
し
ま
し
ょ
う
。

光
照
寺
奉
仕
団
（
京
都
本
山
上
山
）

及
び
帰
敬
式
受
式
参
加
者
募
集

二
〇
一
九
年
十
二
月
十
一
日
（
水
）
～
十
二

日
（
木
）（
一
泊
二
日
）
で
本
山
へ
上
山
し
ま

す
。
十
月
十
日
ま
で
に
当
寺
へ
お
申
込
く
だ

さ
い
。

聞
法
会
の
お
知
ら
せ

◦
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
聞
く
会

講
師
は
延
塚
知
道
先
生（
大
谷
大
学
名
誉
教

授
）
十
一
月
十
九
日
、
二
〇
二
〇
年
一
月
二

十
八
日
、
午
後
一
時
半
～
四
時
半
。『
教
行
信

証
』を
学
ん
で
い
ま
す
。

◦
大
経
の
会

十
月
五
日
、
十
一
月
二
十
三
日
、
十
二
月
一

日
、
午
前
十
時
～
午
後
三
時
。
講
師
は
佐
々

木
師
と
住
職
の
担
当
月
別
。『
正
信
偈
讃
仰
』

（
六
）を
学
ん
で
い
ま
す
。
お
弁
当
持
参
し
て

下
さ
い
。

◦
我
聞
の
会

十
月
二
十
一
日
、
十
一
月
十
二
日
、
十
二
月

十
七
日
、
午
後
二
時
～
四
時
。「
歎
異
抄
」
を

学
ん
で
い
ま
す
。
講
師
は
住
職
。

◦
微
風
学
舎

十
月
十
五
日
、
十
一
月
十
八
日
、
十
二
月
二

十
三
日
午
後
七
時
～
九
時
。
講
師
は
住
職
。

「
高
僧
和
讃
講
義
（
一
）」（
延
塚
知
道
著
）を

学
ん
で
い
ま
す
。

真
宗
に
学
ぶ
つ
ど
い
（
埼
玉
親
鸞
教
室
）

十
二
月
十
二
日
、
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十

日
、
午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
。
会
場
は
一

心
寺
、講
師
は
四
衢
亮
氏
。

永
代
供
養

願
人
、
川
㟢
フ
ミ
様
。
永
代
供
養
懇
志
六
月

に
納
金
さ
れ
ま
し
た
。

お
願
い

ご
自
宅
で
法
事
の
際
は
駐
車
場
を
ご
用
意

下
さ
い
。

住
所
・
電
話
番
号
変
更
の
際
は
必
ず
ご
連
絡

下
さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

吉
澤　

光
昭

秋
落ら

っ
き暉

海
に
不
変
の
太
古
よ
り

水
澄
み
て
流
る
る
時
の
早
さ
か
な

金
賞
の
作
者
破
顔
や
菊
花
展

蒼そ
う
き
ゅ
う穹
の
伴
侶
と
な
り
ぬ
秋
夕
焼

渡
り
鳥
一
声
闇
へ
遠
ざ
か
り

�

山
田　

恒

切
れ
た
の
に
未
だ
浮
い
て
い
る
昼
の
月

寺
務
所
よ
り

故
郷
の
空
に
は
何
も
書
い
て
な
い

�

佐
々
木　

玄
吾

先
師
か
ら
家
庭
の
成
就
が
何
よ
り
と

　

は
が
き
に
托
し
わ
れ
に
勧
め
り

成
就
と
は
念
仏
の
人
に
な
れ
よ
か
し

　

子
孫
に
伝
え
此
願
に
生
き
ん

�

赤
秀　

品
枝

熱
き
日
々
電
気
と
水
の
無
い
く
ら
し

　

い
つ
ま
で
続
く
被
災
地
の
夜

こ
の
夏
は
猛
暑
に
負
け
て
寝
て
ば
か
り

　

精
進
目
標
ど
こ
か
に
失
せ
て

�

篠
原　

潤
子

イ
カ
漁
師
ね
じ
り
鉢
巻
き
畚も

っ
こ

し
ょ
い

　

祖
父
の
船
出
る
松
前
漁
港

ワ
カ
メ
昆こ

ぶ布
蛸た

こ

イ
カ
𩸽ほ

っ
け
と
る
漁
師

　

ぶ
厚
く
ひ
ろ
い
祖
父
の
背
な
が
す

イ
カ
漁
師
浜
に
お
り
ゆ
く
畚も

っ
こ

し
ょ
い

　

ド
ッ
ト
ド
ッ
ト
ど
祖
父
の
背
ゆ
れ
る

大
漁
の
旗
を
か
か
げ
て
船
も
ど
る

　

浜
は
ざ
わ
め
く
笑
顔
が
満
つ
る

夢
の
中
、和
服
姿
の
祖
父
が
立
つ

　

無
言
の
ま
ま
で
何
を
か
語
る

�

山
田　

恒

又
一
人
星
を
訪
ね
て
旅
立
ち
ぬ

　

句
集
に
君
は
ま
だ
居
座
っ
て
い
る

さ
や
さ
や
と
秋
風
渡
る
ベ
ラ
ン
ダ
に

　

夕
陽
が
光
る
空
蝉
ひ
と
つ

白馬秋景
山田　邦興　画


